
【
資
料
紹
介
】〈

翻
刻
〉

『
明
法
房
物
語
』

ー
ー
写
本
で
流
布
し
た
勧
化
本
|
|

一
、
は
じ
め
に

近
世
期
に
成
立
し
た
勧
化
本
に
は
、
各
々
の
成
立
時
期
、
す
な
わ

ち
近
世
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
期
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
時
代
の
特
色

と
も
い
う
べ
き
も
の
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
特
色
は
、

内
容
や
表
現
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
書
誌
や
、
そ
れ
に
と
も
な

う
流
布
の
あ
り
方
に
ま
で
及
ぶ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

近
世
後
期
に
勧
化
本
が
写
本
の
形
で
流
布
し
た
こ
と
は
、
す
で
に

後
小
路
鷲
氏
著
『
近
世
勧
化
本
の
研
究
』
(
二

O
一
O
年
発
行
)
に

指
摘
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
小
路
氏
ご
逝
去
の
後
、
当

該
の
研
究
領
域
に
お
い
て
、
写
本
の
勧
化
本
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
近
世
の
唱
導
、
一
般
的
な
文
芸
、

和

恭

幸

田

は
た
ま
た
書
物
文
化
全
般
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
の
か
等
々
、
一
切
の
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
般
、
翻
刻
紹
介
す
る
『
明
法
房
物
語
』
は
写
本
で
流
布
し
た
勧

化
本
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
伝
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ウ
ェ

プ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
る
「
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
、

二
本
の
所
在
が
記
さ
れ
て
い
る
(
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
本
、
龍
谷

大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
本
)
。
こ
の
他
に
、
兵
庫
県
某
家
所
蔵
本

(
一
本
)
、
架
蔵
本
(
二
本
)
が
あ
る
。
兵
庫
県
の
某
家
は
、
但
馬
福

成
寺
の
門
徒
で
、
問
書
を
伝
蓮
如
上
人
筆
の
名
号
と
と
も
に
、
代
々

大
切
に
守
り
伝
え
て
き
た
。
楠
淳
諮
師
(
龍
谷
大
学
教
授
)
の
ご
学

恩
に
よ
り
、
原
本
調
査
の
機
会
を
得
た
。
こ
こ
に
、
所
蔵
者
と
楠
師

の
ご
厚
恩
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
架
蔵
の

二
本
は
、
近
年
筆
者
が
古
書
庖
で
買
い
求
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

三
三
九
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さ
て
、
本
作
品
の
内
容
は
、
『
御
伝
紗
』
下
巻
三
段
「
弁
円
済
度
」

の
後
日
談
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
「
山
も
山
」

云
々
の
歌
と
と
も
に
、
長
く
節
談
説
教
で
語
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で

も
あ
る
。
例
え
ば
、
長
い
因
縁
談
を
用
い
な
い
東
保
流
の
よ
う
な
流

派
に
お
い
て
も
、
『
十
方
諸
有
讃
説
教
』
第
三
席
に
「
至
徳
」
を
釈

し
て
「
転
悪
成
善
」
と
示
し
、
そ
の
因
縁
談
と
し
て
こ
の
説
話
を
採
っ

て
い
る
。

各
々
の
伝
本
の
本
文
は
、
冒
頭
の
文
章
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
は
同

一
で
あ
る
も
の
の
、
他
の
箇
所
に
は
相
当
量
の
相
異
点
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
写

本
の
勧
化
本
の
本
文
形
成
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
な
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
本
作
品
の
表
現
に
は
、
節
談
説
教
と
の
類
似
点
が
認
め
ら
れ
、

そ
の
成
立
の
始
原
が
説
教
僧
の
語
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
な
仏
教
語
、
あ
る
い
は
主
要
な
人
名

の
表
記
は
、
多
く
の
場
合
、
お
粗
末
な
当
て
字
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
在
家
の
聞
で
伝
写
さ
れ
た
こ
と
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
成
立
の
始
原
の
み
な
ら
ず
書
写
の
過
程
に
お
い
て
も
、

耳
か
ら
聞
い
た
も
の
が
加
え
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
表
記
に

反
映
し
た
と
思
し
き
部
分
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
諸

本
の
中
に
、
弁
円
を
「
弁
念
」
と
連
声
の
形
で
当
て
字
を
す
る
一
本

三
回

O

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
説
教
僧
の
語
り
や
、
法
座
参
り
の
同
行
衆
の
話

し
ぶ
り
が
表
記
に
反
映
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
事
共
が
諸
本
聞
の
本
文
の
増
減
に
大
い

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

如
上
の
事
柄
を
考
察
す
る
た
め
、
架
蔵
の
一
本
を
翻
刻
紹
介
し
、

後
日
考
究
の
用
意
と
し
た
い
。

ニ
、
底
本
の
書
誌

『
明
法
房
物
語
』
(
和
岡
本
〔
A
本
〕
)

半
紙
本
一
冊
和
田
恭
幸
蔵

装
訂
四
針
袋
装
。
中
本
一
冊
。
寸
法
、
二

0
・
0
×
一
五
・

O
倒。

紙
数
、
全
一
六
丁
〈
遊
紙
、
前
方
一
丁
・
後
方
一
丁
/
本
文
一
四

丁)。

表
紙
素
紙
厚
表
紙
。
外
題
「
明
法
御
房
物
語
」
(
原
・
直
書
・
表
紙

左
肩
)
。

内
題
「
関
東
板
敷
山
明
法
坊
御
物
語
」
。

本
文
毎
半
葉
八
行
。
漢
字
平
仮
名
、
ご
く
一
部
分
の
み
片
仮
名
。

振
仮
名
は
片
仮
名
(
本
文
同
筆
)
。

奥
書
「
弘
化
三
丙
午
歳
四
月
下
旬
/
写
之
/
江
三
押

写
本

利
太
郎
」
。



備
考
書
名
下
に
〔
A
本
〕
と
す
る
の
は
、
架
蔵
本
が
二
本
あ
る
た

め
で
あ
る
。
書
名
は
諸
本
間
で
著
し
く
異
な
る
た
め
、
岩
波

「
国
書
」
登
載
書
名
に
拠
っ
た
。
外
題
に
つ
い
て
は
、
「
う
ち
つ

け
書
き
」
の
呼
称
に
疑
義
が
唱
え
ら
れ
て
久
し
い
の
で
こ
れ
を

用
い
な
い
。

三
、
翻

刻

〈
凡
例
〉
一
、
漢
字
は
す
べ
て
現
代
の
通
行
字
体
に
統
一
し
た
。

二
、
句
読
点
を
恋
意
的
に
付
し
た
。

三
、
振
仮
名
は
底
本
に
記
さ
れ
る
も
の
の
み
記
し
た
。

四
、
丁
変
わ
り
の
み
を
記
し
、
行
変
わ
り
に
つ
い
て
は
記
さ
な
か
っ

た。

〈
翻
刻
〉

関
東
板
敷
山
明
法
坊
御
物
語

或
時
、
明
法
坊
祖
師
聖
人
の
御
前
へ
罷
出
て
、
何
事
の
御
物
語

り
申
さ
れ
候
事
、
我
山
伏
た
り
し
時
、
祖
師
聖
人
は
関
東
御
化
導
の

折
か
ら
は
、
御
勧
化
の
有
難
さ
に
、
自
他
老
若
の
別
な
く
、
風
に
草

〈
翻
刻
〉

『
明
法
房
物
語
』

葉
の
な
び
く
が
ご
と
く
、
他
力
易
行
の
道
広
く
、
夫
故
に
私
か
法
力
、

セ
マ
り

い
の
り
祈
祷
の
道
」
(
一
オ
)
究
、
此
山
伏
も
其
時
は
、
関
東
一
の

エ

シ

メ

イ

イ

ノ

ザ

イ

ナ

ン

ヲ

ト

ウ

山
伏
で
、
現
世
安
穏
、
延
命
長
久
の
祈
り
、
災
難
も
、
不
動
の
沙
汰

リ

ケ

ン

ヤ

マ

ヤ

ク

ナ

シ

ツ

ル

牟

の
利
剣
に
て
、
他
方
世
界
へ
追
払
へ
、
今
生
に
而
は
病
ふ
疫
難
、
剣

の
難
、
只
今
祈
念
し
奉
る
所
は
、
武
運
長
久
、
息
災
延
命
と
、
云
う

言
葉
の
花
に
、
銭
金
の
置
所
な
き
仕
合
も
、
祖
師
聖
人
に
隔
ら
れ
、

法
共
力
共
、
祈
れ
共
、
更
に
頼
む
人
も
な
し
。
」
(
一
ウ
)
あ
ら
/
¥

Z
9

ザ

ン

ネ

ン

ツ

ル

争

責

イ

憎
や
残
念
や
、
い
か
Y

せ
ん
と
、
悪
念
の
剣
を
抜
て
一
打
に
、
あ
の

聖
人
を
害
そ
ふ
な
ら
、
又
々
元
の
弁
縁
に
、
廊
人
の
心
ぞ
ど
、
板
敷

ヲ
号
t
F

山
の
箆
な
る
、
岩
が
ん
く
つ
の
其
影
に
、
ね
だ
ぞ
合
て
待
け
れ
は
、

主

宰

・

νヤ
ウ
ミ
ヤ
ウ
ヨ
へ

祖
師
聖
人
は
峯
の
道
、
称
名
の
声
高
く
、
師
弟
三
人
諸
共
に
、
泊
と

ア

ケ

ミ

ネ

供
に
御
帰
り
あ
り
。
私
、
是
を
見
る
よ
り
も
、
明
な
ば
嶺
の
道
、
」

(
二
オ
)
鬼
が
高
根
と
云
坂
に
、
今
や
/
¥
と
待
ち
け
れ
は
、
聖
人

Z
A
7
2
ロ

吾

ソ

テ

k
ル
均
イ

其
日
は
麓
の
道
、
衣
の
袖
を
闘
し
、
正
信
坊
、
連
位
坊
諸
共
に
、
南

Z

2

Z

T

ワ
レ

無
の
御
声
は
哀
げ
に
、
泊
と
共
に
御
帰
り
有
け
れ
は
、
弥
々
悪
心
盛

ア
予
ネ
9
マ

ト

#

ア

ン

シ

ツ

に
し
て
、
荒
妬
し
ゃ
残
念
や
と
、
心
の
剣
を
捌
立
て
、
御
庵
室
に

7
a
ミ

ユ

キ

タ

チ

ソ

ン

カ

ン

歩
行
、
只
一
万
と
思
へ
込
、
参
り
し
所
に
ふ
し
き
ゃ
な
、
御
尊
顔
を

ケ

ヨ

タ

ツ

見
る
よ
り
も
、
身
の
毛
も
弥
立
」
(
二
ウ
)
て
醜
敷
、
互
に
物
を
云

ア

ツ

イ

コ

ホ

ル

・

ぬ
の
に
、
熱
泊
の
溢
は
、
仏
智
不
思
議
の
顕
れ
て
、
御
恥
敷
や
と
申

シ

ポ

キ

ヨ

シ

a
p

シ

上
、
衣
の
袖
を
絞
ら
る
、
。
聖
人
、
是
を
聞
召
、
荒
有
難
や
明
法
坊
、

三
回
一
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φ

串

a

F

9
』

7

左
程
に
猛
き
山
伏
が
、
ど
う
し
て
其
気
に
成
た
ぞ
や
。
此
親
鷺
を

タ
チ
コ
ロ

T
ト

打
殺
し
、
跡
て
自
力
の
法
力
に
て
、
雑
行
雑
修
の
銭
金
を
、
取
ふ
と

9
レ

ヤ

メ

イ

ケ

ン

思
ふ
た
心
を
は
、
誰
が
止
よ
と
異
見
し
た
。
此
親
(
三
オ
)
鷺
を
殺

な
と
、
誰
が
云
た
ぞ
明
法
坊
。
他
力
不
思
議
は
愛
な
ら
め
。
荒
有
難

や
恭
な
や
、
斯
有
難
き
さ
ん
げ
社
、
仏
智
不
思
議
の
顕
れ
し
ぞ
や
。

オ

キ

ト

-

一

ア

オ

シ

ナ

キ

シ

ハ

晋

タ

ヌ

ヨ

身
の
置
所
も
な
き
そ
述
、
声
も
惜
し
ま
ず
泣
給
ふ
。
暫
御
泊
を
拭
わ

ト

キ

ン

見

、

せ
ら
れ
、
又
々
喜
ば
す
事
か
有
。
我
を
殺
て
、
物
取
て
、
兜
巾
、
鈴

均

4

K

舟

*

ウ

イ

シ

か
け
、
螺
の
貝
、
赤
き
衣
て
光
ら
か
し
、
法
印
様
と
云
る
、
身
か
、

タ

ロ

均

ケ

市

ヲ

ソ

ウ

舟

Z

X

ァ
，
マ

布
」
(
三
ウ
)
の
衣
に
黒
け
さ
懸
、
贋
僧
髪
の
山
伏
か
、
坊
主
頭
に

剃
こ
ぼ
し
、
我
等
か
弟
子
に
成
た
へ
と
、
誰
か
教
へ
て
、
誰
為
て
、

均
9
キ

9

何
か
ら
其
気
に
成
た
そ
や
。
敵
に
思
ふ
て
呉
る
、
心
迄
、
債
は
願
よ

り
起
る
と
知
れ
。
人
に
勝
て
悪
人
の
、
親
鴛
や
明
法
坊
、
智
者
上
人

舟

串

ト

タ

ロ

守

、

ヲ

て
有
な
ら
ば
、
彼
程
加
来
の
御
苦
労
被
成
ぬ
筈
の
事
な
れ
と
、
鬼
の

容
成
山
伏
か
、
明
法
坊
」
(
四
オ
)
と
成
た
る
も
、
大
慈
大
悲
の
御

一
念
。
明
法
坊
が
仕
合
そ
や
と
、
諮
り
給
ひ
は
明
法
坊
、
悪
人
正
気

ナ
イ

の
御
願
と
は
、
い
か
な
る
如
来
の
御
慈
悲
ぞ
や
。
泣
て
も
足
ら
ぬ
有

ナ
均

難
さ
よ
と
、
大
声
上
て
泣
れ
け
る
。
思
へ
ば
/
¥
世
の
中
の
、
我
心

の
醜
敷
。
斯
有
難
き
御
慈
悲
を
は
、
今
迄
知
ら
て
悪
の
身
に
、
人
を

マ

ヨ

ヲ

イ

タ

ヲ

ラ

号

J

P

Z

ケ

ナ

ナ

ン

φ

J
フ

ザ

迷
す
程
の
徒
者
を
、
御
助
成
さ
れ
ん
其
た
め
に
、
難
作
悩
作
」
(
四

ア
ケ

ウ
)
の
御
苦
労
被
成
、
夫
た
も
信
す
る
心
も
出
ず
、
明
な
ば
其
日
の

三
四
二

ク

レ

ト

セ

ト

ウ

タ

ヲ

ツ

暮
る
迄
、
渡
世
の
業
に
身
を
ま
と
い
、
作
る
悪
事
は
必
定
無
間
等
活

ツ
Z
均

妙

本

イ

ヤ

--9

ヤ
ヲ

の
、
剣
の
山
と
積
重
、
浄
土
を
伴
か
る
山
伏
を
、
悪
ひ
奴
と
は
思
召

さ
へ
て
、
苛
可
愛
と
思
召
す
は
、
如
何
成
加
来
の
御
心
ぞ
や
。
此

ヤ
マ

7
b

山
伏
を
夫
ほ
ど
不
便
か
わ
ゆ
ふ
思
召
し
、
何
の
御
徳
に
成
事
ぞ
、

令
書
ウ
品
ン

恭
人
知
れ
は
不
孝
人
、
忘
る
、
」
(
五
オ
)
と
云
も
此
事
よ
と
、
六

ウ
ケ

道
四
生
の
其
問
、
請
ぬ
形
も
あ
ら
は
社
、
今
は
常
陸
の
山
伏
と
生
れ

オ
イ
セ
メ

出
た
る
幸
に
、
加
来
大
悲
の
追
賞
さ
せ
、
し
し
ん
、
し
ん
き
ゃ
う
、

均

2

9

A

T

イ
・
ν

よ
く
し
ゃ
う
我
国
、
乃
至
十
念
、
若
不
生
者
不
取
正
覚
と
、
金
剛
他

T
マ

壱

，

K
ロ
イ

カ
の
御
足
に
て
、
十
方
衆
生
一
人
も
、
余
さ
し
漏
さ
じ
と
、
大
手
広

ケ

ウ

チ

今

ト

ヒ

て
追
詰
さ
せ
、
勝
れ
て
深
き
悪
業
の
、
此
山
伏
か
胸
中
に
、
飛
入
り

給
ひ
た
」
(
五
ウ
)
れ
は
こ
そ
、
仏
共
法
共
加
来
共
、
知
ら
ぬ
そ
悪

気
の
山
伏
か
、
仏
智
他
力
に
追
立
ら
れ
、
参
る
所
は
極
楽
の
、
加
来

の
御
側
へ
行
ふ
と
は
、
何
か
ら
此
気
に
成
た
ぞ
や
。
誰
が
宿
善
の
手

ヨ

ウ

シ

ョ

ウ

ヨ

ア

シ

シ

ヲ

を
取
て
、
是
は
斯
仕
様
と
云
事
を
教
へ
た
る
覚
へ
も
な
し
、
御
庵
室

9
ツ

象

異

争

コ

ロ

に
尋
行
、
祖
師
聖
人
を
一
打
に
、
打
殺
そ
ふ
と
思
ふ
た
時
、
聖
人
様

Z

舟
'

の
御
姿
を
、
一
目
見
る
よ
り
は
ら
/
¥
と
、
泊
溢
た
」
(
六
オ
)
其

ヲ
ザ
キ

時
よ
り
、
地
獄
と
い
へ
は
目
を
塞
、
浄
土
と
い
へ
は
一
時
も
、
早
く

タ

ヲ

シ

ヂ

ヲ

チ

ヤ

ウ

チ

ヨ

タ

行
た
へ
拝
た
へ
、
心
に
被
成
下
た
は
、
久
遠
実
定
阿
弥
陀
仏
、
五
濁

n
a
w
均
ミ
ヤ
ヨ

の
我
等
を
見
て
、
祖
師
聖
人
と
な
ら
せ
ら
れ
、
造
都
の
御
位
を
、
御

ト
9
シ

ヤ

ヲ

ケ

捨
な
さ
れ
て
愚
成
、
禿
者
と
成
給
ゑ
、
国
々
広
き
其
中
に
、
分
て
常



ナ
ザ
ケ

陸
は
辺
部
成
、
人
の
心
の
恐
敷
。
情
を
知
ら
ぬ
鹿
猿
、
木
こ
り
、
山

ス
ミ
タ
キ

か
っ
、
炭
薪
き
、
釜
の
」
(
六
ウ
)
煙
は
信
濃
成
、
浅
間
山
な
れ
や
。

是
を
勧
め
ん
其
為
に
、
廿
余
年
は
其
閥
、
我
物
喰
ふ
て
人
の
気
を
、

兼
さ
せ
な
が
ら
御
苦
労
に
、
鬼
の
様
成
る
我
々
を
、
勧
め
な
か
ら
に

9

9

H

チ

ヨ

角

"

キ

タ

御
宅
は
つ
。
正
信
坊
は
鉢
の
粉
を
、
持
て
も
軽
麦
粟
を
、
四
合
に
足

ら
て
御
帰
り
有
。
其
時
、
明
法
坊
、
御
庵
室
に
残
り
居
、
御
留
主
居

オ

リ

ミ

ツ

ク

ミ

ア

ヲ

レ

'
E
L
V
キ
十
ベ

役
の
事
な
れ
は
、
薪
を
折
て
水
被
て
、
哀
淋
敷
鍋
一
ツ
、
麦
を
炊
た

ユ

セ

ン

ソ

9

Z

り
汁
」
(
七
オ
)
を
葉
、
御
洗
足
の
湯
を
わ
か
し
た
り
。
埴
生
の
小

マ
ツ
マ
ヒ
ザ
-
h

，

屋
に
待
問
久
く
御
帰
を
、
つ
く
/
¥
と
思
ふ
様
、
山
伏
た
り
し
時
は
、

祖
師
聖
人
を
害
そ
ふ
と
思
ふ
た
心
が
、
今
は
又
、
間
も
な
く
御
帰
り

有
か
し
と
、
早
御
顔
を
見
ぬ
内
は
、
如
何
渡
ら
せ
給
ふ
ぞ
や
、
御

ツ

舟

レ

ハ

ツ

-V
ヤ

ヂ

タ

ナ

カ

宅
鉢
の
家
毎
に
、
撫
々
御
勧
化
被
遊
御
疲
も
有
筈
よ
。
車
軸
を
流
す

雨
の
日
も
、
御
休
も
な
へ
は
、
何
た
る
如
来
の
御
」
(
七
ウ
)
慈
悲

ぞ
や
。
御
目
に
懸
ら
ぬ
其
内
は
、
胸
塞
て
気
の
毒
で
、
彼
尊
の
方
の

ヤ
ル

空
斗
り
、
見
て
居
る
心
の
遺
せ
な
く
、
独
り
口
説
を
繰
返
し
、
是
に

ウ
ラ
ヤ
マ
シ

付
て
も
羨
敷
や
、
蓮
位
坊
や
正
信
坊
、
同
し
御
弟
子
と
云
な
か
ら
、

T
a
r

サ
キ

い
か
成
果
報
の
人
々
や
、
聖
人
様
の
跡
や
先
に
付
添
て
、
御
姿
を
見

T
イ
ザ
ツ

た
り
拝
み
た
り
、
御
調
を
懸
て
貰
た
り
、
御
挨
拶
を
申
た
」
(
八
オ
)

ユ
ケ

り
、
此
世
て
社
は
聖
人
な
れ
、
浄
土
へ
行
は
弥
陀
如
来
、
直
に
の
如

来
の
御
詞
を
預
り
な
か
ら
、
御
供
し
て
、
正
信
坊
や
蓮
位
坊
、
賞
て

〈
翻
刻
〉

『
明
法
房
物
語
』

明
法
坊
に
御
供
さ
せ
て
下
さ
ら
は
、
生
々
世
々
の
御
慈
悲
そ
や
と
、

ア
リ
必
ヲ
マ

独
語
り
を
繰
返
し
、
思
ひ
は
/
¥
世
の
中
の
、
ま
、
な
ら
ぬ
有
様
は
、

オ
ン
，
タ
ユ
シ
キ

祖
師
聖
人
は
誰
有
ふ
、
都
に
あ
ら
せ
給
ふ
な
ら
、
御
楽
に
錦
の
床
に

ア
舟

有
せ
ら
れ
、
」
(
八
ウ
)
御
上
り
物
は
七
五
三
、
百
味
の
味
に
百
人
の
、

役
人
供
人
輿
車
、
大
僧
正
の
御
位
に
、
成
せ
ら
る
、
御
人
様
が
、
衆

ム
コ
へ

T
ワレ

生
地
獄
に
落
る
を
見
、
あ
ら
苛
や
哀
や
と
、
加
来
の
祖
師
と
な
ら
せ

ら
れ
、
地
獄
の
容
成
常
陸
の
国
、
鬼
の
容
成
人
心
、
此
山
伏
を
始
と

ケ

ヲ

T

Z

し
て
、
サ
ア
サ
行
ぬ
か
参
ら
ぬ
か
と
、
今
日
は
三
人
、
明
日
は
五
人
、

シ

タ

セ

ン

レ

ウ

ケ

ト

・

ヵ

無
宿
善
の
花
開
き
、
了
解
の
花
の
都
迄
、
」
(
九
オ
)
送
り
届
ぬ
其
内

は
、
苦
労
を
苦
共
思
は
ぬ
ぞ
と
、
御
身
も
疲
れ
や
せ
こ
か
れ
、
果
さ

ツ

カ

ア

ル

せ
給
ふ
こ
そ
、
と
ふ
や
ら
御
上
り
物
宜
敷
は
、
斯
は
御
疲
も
有
ま
いバチ

は
、
阿
み
た
知
来
に
麦
飯
を
、
上
け
奉
る
も
勿
体
な
や
。
是
で
も
罰

オ
キ
ト
ヨ
ロ
少
キ

が
当
ら
ぬ
は
、
御
慈
悲
の
上
の
御
慈
悲
ぞ
や
。
身
の
置
所
も
無
そ
と

て
、
声
も
惜
ま
す
泣
れ
け
る
。
当
年
も
秋
の
初
雨
も
、
無
端
に
聖
人

買

レ

舟

へ

q

a

T

ヨ

様
、
」
(
九
ウ
)
澗
々
濡
て
御
帰
あ
り
。
聖
人
是
を
聞
し
召
し
、
明
法

坊
が
愁
歎
は
、
何
が
哀
で
歎
そ
と
、
問
せ
給
ひ
は
明
法
坊
、
泊
と
共14ア

に
両
手
を
付
、
祖
師
聖
人
の
御
姿
を
、
見
上
け
見
下
し
嬉
げ
に
、
奔

子
の
母
に
逢
ふ
心
地
、
泣
た
限
で
愛
々
と
、
申
上
る
も
勿
体
な
や
、

祖
師
聖
人
は
誰
有
ふ
、
天
津
児
屋
根
の
御
末
成
、
易
行
他
力
の
大
導

ヲ
ザ

φ
牟

ム

ヨ

イ

師
、
房
崎
公
の
御
孫
」
(
十
オ
)
な
り
。
い
か
に
衆
生
が
苛
と
も
、

三
四
三



第
六
十
一
輯

板
敷
山
の
岩
角
に
、
歩
や
銑
の
行
戻
り
、
御
身
労
る
心
な
し
。
左
程

に
被
成
二
御
苦
労
4

ず
共
、
花
の
都
に
御
座
ら
れ
で
も
、
十
方
衆
生
の

チ
ヨ
ク
シ

御
済
度
は
、
御
心
ま
、
に
成
ぺ
き
に
、
勅
使
の
花
は
都
か
ら
、
此
関

ヲ

・

キ

ル

ザ

イ

東
へ
咲
続
、
御
流
罪
迫
も
天
子
よ
り
、
御
勅
免
の
事
な
れ
は
、
早
く

御
帰
り
被
遊
、
斯
哀
成
御
姿
を
休
せ
申
物
」
(
十
ウ
)
な
ら
は
、
正

信
坊
や
蓮
位
坊
、
此
明
法
坊
も
い
か
斗
、
安
堵
し
奉
る
べ
し
と
申
上

れ
は
聖
人
は
、
ゃ
れ
/
¥
愚
成
る
、
明
法
坊
も
、
誰
が
能
事
を
否
な

ら
め
、
此
親
鷺
も
好
な
れ
と
、
後
楽
極
て
あ
い
せ
う
多
し
と
云
事
有
。

ム
市

b
'
q守
今

E
9
テ
ン
ワ
ウ

9

1

1

Y

2

7

ケ

ソ

J

ゴ

ヲ

ポ

ウ

昔
、
光
極
天
皇
は
、
此
世
界
の
楽
、
身
に
耽
り
給
ひ
、
其
業
報
の
む

串
ン
'

く
い
に
や
、
死
出
の
旅
地
を
只
一
人
、
泣
々
行
せ
給
ひ
し
を
、
本
田

B
シ
ス
ケ

の
善
助
」
〈
十
一
オ
)
天
皇
の
、
御
身
替
り
、
慈
悲
心
、
蘇
生
給
ふ

ヲ
ル

φ
a
F

事
か
あ
る
。
此
親
鴛
も
凡
夫
な
れ
は
、
我
古
郷
は
忘
れ
難
し
。
御
勅

免
の
幸
に
都
に
帰
る
筈
成
と
、
越
後
信
濃
の
同
行
や
、
悪
人
女
人
の

タ

ト

へ

ホ

ラ

ヨ

ロ

ウ

ヤ

カ

シ

ハ

マ

ル

信
心
決
定
さ
せ
て
見
ぬ
内
は
、
響
野
の
末
山
の
洞
、
狐
狼
野
干
に
攻

ヤ

ミ

ヨ

9
4
マ
ツ
ナ
キ

共
、
都
へ
と
て
は
帰
る
ま
し
。
多
く
衆
生
が
暗
の
夜
に
、
松
明
無
に

ワ

ケ

ウ

9
肯

イ

キ

リ

行
こ
と
く
、
別
而
女
人
は
疑
の
、
心
の
霧
を
」
(
十
一
ウ
)
払
は
せ

て
、
信
心
堅
固
の
玉
の
輿
に
、
乗
せ
ぬ
聞
は
親
鷺
も
、
都
へ
辿
は
帰

事

ψ
d
p

る
ま
し
。
寝
て
も
覚
て
も
衆
生
の
事
、
忘
る
、
障
の
無
事
は
、
此
親

驚
か
煩
ひ
ぞ
や
。
衆
生
往
生
す
る
な
ら
は
、
我
れ
が
煩
も
快
気
し
て
、

串
ウ

御
同
朋
共
云
れ
た
や
、
御
同
行
共
云
れ
た
き
に
、
是
程
不
便
な
同
行

闘
文
皐
論
叢

三
四
四

に
、
別
れ
て
都
へ
帰
れ
と
は
、
心
強
ぞ
山
伏
殿
、
衆
生
往
生
す
る
な

ら
は
、
諸
仏
踊
て
御
悦
。
」
(
十
二
オ
)
夫
の
み
な
ら
ず
、
諸
神
諸
菩

シ
ヤ
ウ

薩
迄
、
清
浄
斯
念
の
御
悦
び
、
是
を
恩
ひ
は
親
鷺
も
、
身
は
砕
々
に

F
テ

ス

テ

ナ

シ

ト

成
建
も
、
是
を
見
奔
て
婦
ら
ず
。
南
都
に
十
方
三
世
、
越
後
、
関
東
、

ム

ザ

シ

毘

ミ

ザ

ヲ

マ

皐

ゾ

ト

ヲ

ヲ

シ

タ

ケ

武
蔵
の
国
、
大
隅
、
薩
摩
、
蝦
夷
松
前
、
虎
伏
獄
、
千
里
の
野
辺
に

ト

リ

ポ

ン

プ

至
る
迄
、
此
親
鷺
が
念
力
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
呼
小
鳥
。
凡
夫
の

ヤ

ミ

ア

ケ

カ

，

Z

ナ
ク

聞
に
迷
ふ
夜
も
、
我
念
力
明
烏
、
十
方
衆
生
と
鳴
な
」
(
十
二
ウ
)

ザ

マ

シ

チ

2
9

ら
は
、
金
剛
堅
固
の
目
を
覚
、
五
濁
せ
ん
の
手
を
合
せ
、
南
無
阿
弥

J
ポ

陀
仏
と
唱
ふ
迄
は
、
帰
れ
登
れ
と
云
て
呉
る
な
明
法
坊
。
此
親
鷺
が

気
侭
に
信
濃
の
同
行
を
勧
め
さ
せ
て
く
れ
る
な
ら
、
夫
ほ
ど
婚
ひ
事

が
な
い
。
人
の
振
見
て
我
振
を
、
直
し
て
呉
よ
明
法
坊
。
都
へ
帰
れ

ベ
ン
事
ン

と
は
、
衆
生
地
獄
へ
遺
だ
い
が
、
夫
は
昔
の
弁
縁
の
、
山
伏
心
の
残

る
ぞ
や
。
我
身
を
」
(
十
三
オ
)
突
て
人
の
痛
さ
を
知
る
な
ら
は
、

浄
土
参
を
し
た
い
な
ら
、
衆
生
も
吾
も
同
事
。
悪
人
女
人
の
身
替
り

ヤ
リ

に
成
て
、
浄
土
へ
遺
た
い
と
、
思
ふ
て
社
は
誠
な
れ
、
と
被
仰
け
れ

は
、
明
法
坊
五
体
を
大
地
に
転
臥
、
是
は
/
¥
と
斗
に
て
、
誤
ま
し

ム
ネ
セ
マ
リ

た
と
胸
迫
、
泊
と
共
に
申
上
る
は
、
彼
程
に
御
慈
悲
の
深
き
と
は
、

ツ
舟
ル

兼
て
思
ひ
知
れ
共
、
聖
人
様
の
御
心
労
、
御
身
労
る
」
(
十
三
ウ
)

シ
ヤ
メ
ン

心
か
ら
、
申
上
る
も
誤
ぞ
や
、
真
平
御
赦
免
被
遊
と
、
大
声
上
て
歎

る
、
。
明
法
坊
の
御
歌
も
、
師
弟
妙
成
御
心
と
、
よ
ろ
こ
ば
ぬ
者
は



な
か
り
け
り
。

南
無
阿
弥
陀
仏
/
¥
」
(
十
四
オ
)

弘
化
三
丙
午
歳
四
月
下
旬
写
之

江
三
押
利
太
郎
」
(
十
四
ウ
)

〈
翻
刻
〉
『
明
法
房
物
語
』

(
本
学
教
授
)

三
四
五


